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M E S S A G E

　九州大学は、世界第一級の教育・研究を展開し、アジアに開かれ

た知の世界的拠点大学として、日本を代表する基幹総合大学とし

て、都市と共に栄え、市民の誇りと頼りになる大学としての役割を果

たしています。これをさらに発展させ、国際競争力のある個性輝く大

学として大きく飛躍するために、2つの将来構想、（1）研究実績に基

づき形成する「新科学領域への展開」、（2）歴史的・地理的必然が

導く「アジア指向」の具現化、を「４＋２＋４アクションプラン」として推

進しています。

　「新炭素資源学拠点」は、九州大学と福岡女子大学の８つの専

攻が連携して申請し、日本学術振興会のグローバルCOEプログラ

ムに採択された、世界最先端の教育・研究の場です。グローバル化

する社会の中で、本拠点は、「環境負荷なき炭素資源利用の21世

紀型パラダイム」の構築が使命です。その達成のために、本拠点で

は、大学の枠を超えた、国際連携、地域連携、産学連携により、世界

の研究者の結集を図り、未来の世界を先導する研究成果の創出と

博士後期課程を中心とした若手人材育成を目指します。

　この拠点の活動に、九州大学は全学を挙げての支援をおこない

ます。

　福岡女子大学は、九州大学と縁がたいへん深い大学であります。

私どもの前身である福岡女子専門学校は、九州帝国大学の設立に

12年遅れて1923年に開校しました。それ以来、両大学では密接な

交流が続いています。

　私どもの大学は人間環境学研究科を置いており、その専攻では

環境の計測・管理ならびに環境資源の高度利用について教育研

究を行っています。この特徴を生かして、このたび九州大学のグロー

バルCOEプログラムに連携機関として加わることになりました。おり

から、本学はいま大学改革を計画中であります。その方向はまさしく

今回のプログラムのめざす方向と一致しています。教育研究の専門

性だけでなく、私どもは大学全体としてアジアを指向した活動に力を

注ぐ計画であります。これもまた、プログラムがめざすところです。

　両大学には長い交流の歴史があります。しかし国が重点とする事

業において、機関としてこのように連携することは初めてであります。

福岡女子大学はこのグローバルCOEプログラムに全力を挙げて取

り組みます。

　九州大学と福岡女子大学が連携して実施するグローバルCOEプロ

グラム「新炭素資源学」が発足して9ヶ月がたち、最初の年度が終了し

ました。昨年夏時点のガソリン価格に身近に感じられた石油、石炭の急

激な高騰は、リーマンブラザーズの破綻に伴う世界経済の急転回の結

果、逆に急激な価格低下を生みました。しかしながら、当初から指摘され

ていたとおり、発展途上国の経済発展に伴う炭素資源の需要の伸び

は上昇基調であることは間違いなく、将来的な炭素資源枯渇、資源品

位の低下、環境汚染、CO2等温室効果ガスの発生増加への対応はま

すます重要度を増しています。オバマ大統領のグリーンニューディール

政策に代表される脱化石資源、再生可能エネルギー資源利用増加へ

の政策は、不況対策として世界中でとりあげられようとしています。また、

原子力発電の割合の増加も日本の施策として重要です。しかしながら、

近未来的には、これらの政策は問題の現実解にはならず、コスト面やエ

ネルギーの安定供給の観点から、石炭火力発電によるバックアップが

必要とされています。

　「新炭素資源学」は、石炭の環境負荷なき有効利用を炭素資源問

題の象徴として、炭素資源のエネルギー利用、化学利用、地球環境保

全を多面的にとらえ、新しい学問体系の構築と人材育成をめざしていま

す。この9ヶ月の間に、炭素資源エネルギー利用の中心課題として、

NEDO事業「革新的ゼロエミッション石炭ガス化発電プロジェクト」が発

足しました。本COEメンバーの多くが参画し、連携先である電力中央研

究所とともに、資源の効率的エネルギー変換に関する先端研究がおこ

なわれています。また、COEでは革新的省エネルギーや地球環境保全

を達成する科学技術を炭素資源から得られる化学物質を利用して開発

する研究、触媒、リチウムイオン電池、燃料電池、液晶等の光・電子機

能高分子材料等に成果が得られており、並行して、地球環境を資源開

発学、環境学、経済学等多面的にとらえる研究がおこなわれています。

これらの研究は、これまで個別の学問領域として、別々の学会で実施さ

れていたものですが、COEの国際シンポジウムを通じて、学際的な研

究、人材交流の場として融合が始まるスタートラインを作り出していま

す。また、研究成果の社会還元に向けて、産学連携研究も活発におこ

なわれています。

　また、実践の場をアジアに求めることが本COEの目標の１つですが、

コア連携として、中国・上海交通大学、韓国エネルギー研究院、インドネ

シア・バンドン工科大学、オーストラリア・カーティン工科大学との交流が

実質的にスタートし、昨年10月に福岡、今年3月にバンドンでの国際シ

ンポジウムでは一同に会した議論をおこないました。また、昨年11月には

上海交通大学から学生さんを招聘し、COEの学生たちと活発な意見交

換を実施しています。今年は、さらにインド、シンガポール等に連携の輪を

広げる計画が実現しつつあります。

　地域連携として、福岡女子大との連携はその重要なポイントです。福

岡女子大は博士後期課程が設置されていませんが、今年度その修士

課程卒業生が九州大学の博士後期課程へ入学し、本プログラムに参

加します。また、COEの媒体である九州大学炭素資源国際教育研究セ

ンターが九州の産官学の勉強会である九州低炭素システム研究会に

参画しています。

　新炭素資源学を担う次世代若手研究者の育成を目指して、COEで

は、リサーチプロポーザル、国際シンポジウム企画運営、若手研究、ダブ

ルメジャー・インターンシップを取り入れた意欲的なカリキュラムを構築し

ています。リサーチプロポーザルに基づくRAの選抜や、国際シンポジウ

ムへの参画も昨年度試行し、今年度さらに充実させていきます。また、海

外または企業での長期インターンシップも多くの実例を得て実践性の付

与に大きく貢献しています。昨年度の反省点は、ダブルメジャーや短期

インターンシップの効果的方法の確立が必要であるという認識であり、

これは今年度フォーラムを立ち上げ、それを活用して実効性のあるもの

にしていきます。本COEは留学生比率が高いことに特徴がありますが、

多国間の交流に必要な共通言語である英語力の強化は、COEの有機

的連携に必須の課題です。昨年度実施した、日本人学生向けの英会

話の集中演習、留学生向けの英作文の集中演習はいずれも好評であ

り、今年度さらに充実させる予定です。単に英語のスキル向上だけでな

く、前述のカリキュラムに得られた英語力を活用することにより、一層の

人材育成効果が得られています。

　昨年度は本COEにとり、立ち上げの年であり試行の年でした。事務

局も走りながら立ち上げ、事業推進担当者、協力者を組織して、人材育

成カリキュラムの円滑な実施にさまざまな工夫と試行錯誤を重ねまし

た。並行して、研究も各研究者、学生が先端研究を目指して努力し、ま

た、研究者間連携もできるところから実質的に開始しています。今年度

は、これらのさまざまな試み、そしてそれから得られた萌芽的な成果を育

て、飛躍に結びつける年と位置づけております。研究者間の有機的連

携や、国際、地域、産学連携による本COEでなくてはできない研究、人

材育成、さらには、世界に向けて情報を発信していきます。本ニューズレ

ターはその一環として、今後ますます充実させていく予定です。

九州大学総長

有川　節夫
福岡女子大学学長

高木　　誠

九州大学グローバルCOEプログラム拠点「新炭素資源学」
拠点リーダー

永島　英夫
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M E S S A G E

　九州大学は、世界第一級の教育・研究を展開し、アジアに開かれ

た知の世界的拠点大学として、日本を代表する基幹総合大学とし

て、都市と共に栄え、市民の誇りと頼りになる大学としての役割を果

たしています。これをさらに発展させ、国際競争力のある個性輝く大

学として大きく飛躍するために、2つの将来構想、（1）研究実績に基

づき形成する「新科学領域への展開」、（2）歴史的・地理的必然が

導く「アジア指向」の具現化、を「４＋２＋４アクションプラン」として推

進しています。

　「新炭素資源学拠点」は、九州大学と福岡女子大学の８つの専

攻が連携して申請し、日本学術振興会のグローバルCOEプログラ

ムに採択された、世界最先端の教育・研究の場です。グローバル化

する社会の中で、本拠点は、「環境負荷なき炭素資源利用の21世

紀型パラダイム」の構築が使命です。その達成のために、本拠点で

は、大学の枠を超えた、国際連携、地域連携、産学連携により、世界

の研究者の結集を図り、未来の世界を先導する研究成果の創出と

博士後期課程を中心とした若手人材育成を目指します。

　この拠点の活動に、九州大学は全学を挙げての支援をおこない

ます。

　福岡女子大学は、九州大学と縁がたいへん深い大学であります。

私どもの前身である福岡女子専門学校は、九州帝国大学の設立に

12年遅れて1923年に開校しました。それ以来、両大学では密接な

交流が続いています。

　私どもの大学は人間環境学研究科を置いており、その専攻では

環境の計測・管理ならびに環境資源の高度利用について教育研

究を行っています。この特徴を生かして、このたび九州大学のグロー

バルCOEプログラムに連携機関として加わることになりました。おり

から、本学はいま大学改革を計画中であります。その方向はまさしく

今回のプログラムのめざす方向と一致しています。教育研究の専門

性だけでなく、私どもは大学全体としてアジアを指向した活動に力を

注ぐ計画であります。これもまた、プログラムがめざすところです。

　両大学には長い交流の歴史があります。しかし国が重点とする事

業において、機関としてこのように連携することは初めてであります。

福岡女子大学はこのグローバルCOEプログラムに全力を挙げて取

り組みます。

　九州大学と福岡女子大学が連携して実施するグローバルCOEプロ

グラム「新炭素資源学」が発足して9ヶ月がたち、最初の年度が終了し

ました。昨年夏時点のガソリン価格に身近に感じられた石油、石炭の急

激な高騰は、リーマンブラザーズの破綻に伴う世界経済の急転回の結

果、逆に急激な価格低下を生みました。しかしながら、当初から指摘され

ていたとおり、発展途上国の経済発展に伴う炭素資源の需要の伸び

は上昇基調であることは間違いなく、将来的な炭素資源枯渇、資源品

位の低下、環境汚染、CO2等温室効果ガスの発生増加への対応はま

すます重要度を増しています。オバマ大統領のグリーンニューディール

政策に代表される脱化石資源、再生可能エネルギー資源利用増加へ

の政策は、不況対策として世界中でとりあげられようとしています。また、

原子力発電の割合の増加も日本の施策として重要です。しかしながら、

近未来的には、これらの政策は問題の現実解にはならず、コスト面やエ

ネルギーの安定供給の観点から、石炭火力発電によるバックアップが

必要とされています。

　「新炭素資源学」は、石炭の環境負荷なき有効利用を炭素資源問

題の象徴として、炭素資源のエネルギー利用、化学利用、地球環境保

全を多面的にとらえ、新しい学問体系の構築と人材育成をめざしていま

す。この9ヶ月の間に、炭素資源エネルギー利用の中心課題として、

NEDO事業「革新的ゼロエミッション石炭ガス化発電プロジェクト」が発

足しました。本COEメンバーの多くが参画し、連携先である電力中央研

究所とともに、資源の効率的エネルギー変換に関する先端研究がおこ

なわれています。また、COEでは革新的省エネルギーや地球環境保全

を達成する科学技術を炭素資源から得られる化学物質を利用して開発

する研究、触媒、リチウムイオン電池、燃料電池、液晶等の光・電子機

能高分子材料等に成果が得られており、並行して、地球環境を資源開

発学、環境学、経済学等多面的にとらえる研究がおこなわれています。

これらの研究は、これまで個別の学問領域として、別々の学会で実施さ

れていたものですが、COEの国際シンポジウムを通じて、学際的な研

究、人材交流の場として融合が始まるスタートラインを作り出していま

す。また、研究成果の社会還元に向けて、産学連携研究も活発におこ

なわれています。

　また、実践の場をアジアに求めることが本COEの目標の１つですが、

コア連携として、中国・上海交通大学、韓国エネルギー研究院、インドネ

シア・バンドン工科大学、オーストラリア・カーティン工科大学との交流が

実質的にスタートし、昨年10月に福岡、今年3月にバンドンでの国際シ

ンポジウムでは一同に会した議論をおこないました。また、昨年11月には

上海交通大学から学生さんを招聘し、COEの学生たちと活発な意見交

換を実施しています。今年は、さらにインド、シンガポール等に連携の輪を

広げる計画が実現しつつあります。
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九州大学総長

有川　節夫
福岡女子大学学長

高木　　誠

九州大学グローバルCOEプログラム拠点「新炭素資源学」
拠点リーダー

永島　英夫

新炭素資源学ニューズレター
第1号発刊にあたり
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　20世紀の物質文明の原動力となった石油を中心とする炭素資源

は、現在、アジアを中心とする発展途上国の急速な経済発展に伴い深

刻な資源枯渇と価格高騰を生んでいます。この問題を解決する鍵は炭

素資源の多様化であり、とくに、地球上に普遍的に存在し、可採年数の

長い石炭の利用はその象徴といえます。石炭の高度利用科学技術は

広くバイオマス等未利用炭素資源利用へ展開可能であり、その確立

は、石油、天然ガスとの効果的な役割分担を可能にし、炭素資源利用

の21世紀型パラダイムを構築します。これに対して本拠点は、石炭利

用の資源転換効率の向上、国境を越えた環境汚染防止、温暖化ガス

の抑制、という難問の解決に向け、その基盤となる学術体系の構築と

若手先端研究人材の育成に取り組みます。

拠点の目的

　本拠点では、石炭の資源開発、資源転換と利用、およびCO2等廃棄

物処理へ至る石炭有効利用の工学を扱う「炭素資源利用学」と、21

世紀の社会要請である地球環境保全に関する問題を、グローバル環

境の予測、計測、対策の観点から扱う「炭素資源環境学」の2つの学

問分野に取り組むと共に、さらにそれらを連携融合することにより新たな

学問分野である「新炭素資源学」を作りだし、「石炭エコイノベーション」

を実現する人材を育成します。

　本拠点では、主専攻が属する総合理工学府に「新炭素資源学人材

育成コース」を設置し、修士、博士の一貫教育を行います。本コースに

おいては、新炭素資源学関連科目と実践的英語演習を必修の基礎科

目とします。博士課程の研究は、炭素資源学領域の大きく異なる2つの

分野から主テーマと副テーマを設定して行います。また、「リサーチプロ

ポーザル教育」、院生や博士研究員が主導的におこなう「G-COE若手

研究」、外国人招聘をして実施する「G-COE国際シンポジウム」への参

画、「現場実習」等を通じて実践力、企画力、研究力、国際力の養成を

目指します。

グローバルCOEプログラム
「新炭素資源学」の概要

堅実なコア連携による教育・研究→国際的ネットワークによる拠点活動

社会還元の場としての産業界

コ
ア
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携
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ト
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福岡地区の力を結集した教育研究新炭素資源学の実践の場としてのアジア

コア連携
（連携協定）
　バンドン工科大学
　上海交通大学
　韓国エネルギー研究院
　カーティン工科大学

国際的な研究者
研究拠点ネットワーク

国内炭素資源
研究者ネットワーク

関連企業との連携

コア連携
（組織対応型連携協定）
　福岡女子大

コア連携
（組織対応型連携協定）
（財）電力中央研究所
　九州電力

アジア連携 地域連携 産学連携

国際連携 国内連携 炭素資源

電力業界　鉄鋼業界
エンジニアリング　自動車　化学

九工大　京大　北大　群馬大
産総研 等

インド国立環境工学研究所等
インド　マレーシア　シンガポール　カナダ等

九州大学＝石炭研究の伝統・将来構想（新学術領域・アジア指向）・「エネルギーキャンパス実践プラン」
北部九州＝アジアの窓口、多数の最先端石炭利用商業機、実証研究設備が集中

九州大学
新炭素資源学G-COE拠点

a)石炭等化石資源の環境適合型開発と高効率エネル
ギー転換技術（石炭のガス化と複合発電、熱電変換、蓄
電素子等）の基盤研究
b)石炭の資源転換により生成する、CO、水素、芳香族
等の化学変換による機能物質の創製と機能開発（ナノ
デバイス、環境保全材料等）の基盤研究

炭素資源利用学

炭素資源環境学

石炭エコイノベーション
を実現する人材の育成

高効率エネルギー転換

CO2の分離・貯蔵・化学変換
経済学計測・予測・対策

機能性物質の創製環境適合型開発

新炭素資源学

c)環境汚染防止（石炭利用によるアジア圏の大気環境
予測、汚染物質の検出と解明、環境保全対策としての
環境触媒の開発等）に関する基盤研究
d)温暖化防止（温室効果ガス（CO2）の分離、貯留、化
学変換、有効利用、省エネルギー材料の開発による
CO2低減。環境経済）に関する基盤研究

地球温暖化環境汚染

石炭等化石資源

キャリアパス支援 キャリアパス支援

D1：コース生国際公募・審査（4月・10月入学）

D3

D2

D3

D2

D1
D1

M2

学位取得

主研究テーマ 副研究テーマ

炭素資源教育（必修+選択+推奨）

実践的英語教育、他専攻関連教育（選択・推奨）

M2：各専攻でのコース生募集・審査

発表レポート 発表レポート発表・レポート 発表・レポート若手研究中間・最終評価 若手研究中間・最終評価

長期
インターン
シップ

長期
インターン
シップ

短期
フィールド
ワーク

短期
フィールド
ワーク

若手研究 調査・研究
議論

調査・研究
議論リサーチプロポーザル・審査

若手研究

リサーチプロポーザル・審査

学位取得

主研究テーマ

炭
素
資
源
教
育（
必
修
）

補
完
教
育（
必
要
時
）副研究テーマ

■修士課程からの入コース生標準履修モデル（M1は各専攻での教育） ■博士後期課程からの入コース生標準履修モデル

2つの学問分野の開拓と融合

国際性と現実対応能力に優れた人材の育成

Summary of
G-COE Program ”NOVEL CARBON RESOURCE SCIENCES”

NOVEL CARBON RESOURCE SCIENCES NEWSLETTER03 04



　20世紀の物質文明の原動力となった石油を中心とする炭素資源

は、現在、アジアを中心とする発展途上国の急速な経済発展に伴い深

刻な資源枯渇と価格高騰を生んでいます。この問題を解決する鍵は炭

素資源の多様化であり、とくに、地球上に普遍的に存在し、可採年数の

長い石炭の利用はその象徴といえます。石炭の高度利用科学技術は

広くバイオマス等未利用炭素資源利用へ展開可能であり、その確立

は、石油、天然ガスとの効果的な役割分担を可能にし、炭素資源利用

の21世紀型パラダイムを構築します。これに対して本拠点は、石炭利

用の資源転換効率の向上、国境を越えた環境汚染防止、温暖化ガス

の抑制、という難問の解決に向け、その基盤となる学術体系の構築と

若手先端研究人材の育成に取り組みます。

拠点の目的

　本拠点では、石炭の資源開発、資源転換と利用、およびCO2等廃棄

物処理へ至る石炭有効利用の工学を扱う「炭素資源利用学」と、21

世紀の社会要請である地球環境保全に関する問題を、グローバル環

境の予測、計測、対策の観点から扱う「炭素資源環境学」の2つの学

問分野に取り組むと共に、さらにそれらを連携融合することにより新たな

学問分野である「新炭素資源学」を作りだし、「石炭エコイノベーション」

を実現する人材を育成します。

　本拠点では、主専攻が属する総合理工学府に「新炭素資源学人材

育成コース」を設置し、修士、博士の一貫教育を行います。本コースに

おいては、新炭素資源学関連科目と実践的英語演習を必修の基礎科

目とします。博士課程の研究は、炭素資源学領域の大きく異なる2つの

分野から主テーマと副テーマを設定して行います。また、「リサーチプロ

ポーザル教育」、院生や博士研究員が主導的におこなう「G-COE若手

研究」、外国人招聘をして実施する「G-COE国際シンポジウム」への参

画、「現場実習」等を通じて実践力、企画力、研究力、国際力の養成を

目指します。

グローバルCOEプログラム
「新炭素資源学」の概要

堅実なコア連携による教育・研究→国際的ネットワークによる拠点活動

社会還元の場としての産業界

コ
ア
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

福岡地区の力を結集した教育研究新炭素資源学の実践の場としてのアジア

コア連携
（連携協定）
　バンドン工科大学
　上海交通大学
　韓国エネルギー研究院
　カーティン工科大学

国際的な研究者
研究拠点ネットワーク

国内炭素資源
研究者ネットワーク

関連企業との連携

コア連携
（組織対応型連携協定）
　福岡女子大

コア連携
（組織対応型連携協定）
（財）電力中央研究所
　九州電力

アジア連携 地域連携 産学連携

国際連携 国内連携 炭素資源

電力業界　鉄鋼業界
エンジニアリング　自動車　化学

九工大　京大　北大　群馬大
産総研 等

インド国立環境工学研究所等
インド　マレーシア　シンガポール　カナダ等

九州大学＝石炭研究の伝統・将来構想（新学術領域・アジア指向）・「エネルギーキャンパス実践プラン」
北部九州＝アジアの窓口、多数の最先端石炭利用商業機、実証研究設備が集中

九州大学
新炭素資源学G-COE拠点

a)石炭等化石資源の環境適合型開発と高効率エネル
ギー転換技術（石炭のガス化と複合発電、熱電変換、蓄
電素子等）の基盤研究
b)石炭の資源転換により生成する、CO、水素、芳香族
等の化学変換による機能物質の創製と機能開発（ナノ
デバイス、環境保全材料等）の基盤研究

炭素資源利用学

炭素資源環境学

石炭エコイノベーション
を実現する人材の育成

高効率エネルギー転換

CO2の分離・貯蔵・化学変換
経済学計測・予測・対策

機能性物質の創製環境適合型開発

新炭素資源学

c)環境汚染防止（石炭利用によるアジア圏の大気環境
予測、汚染物質の検出と解明、環境保全対策としての
環境触媒の開発等）に関する基盤研究
d)温暖化防止（温室効果ガス（CO2）の分離、貯留、化
学変換、有効利用、省エネルギー材料の開発による
CO2低減。環境経済）に関する基盤研究

地球温暖化環境汚染

石炭等化石資源

キャリアパス支援 キャリアパス支援

D1：コース生国際公募・審査（4月・10月入学）

D3

D2

D3

D2

D1
D1

M2

学位取得

主研究テーマ 副研究テーマ

炭素資源教育（必修+選択+推奨）

実践的英語教育、他専攻関連教育（選択・推奨）

M2：各専攻でのコース生募集・審査

発表レポート 発表レポート発表・レポート 発表・レポート若手研究中間・最終評価 若手研究中間・最終評価

長期
インターン
シップ

長期
インターン
シップ

短期
フィールド
ワーク

短期
フィールド
ワーク

若手研究 調査・研究
議論

調査・研究
議論リサーチプロポーザル・審査

若手研究

リサーチプロポーザル・審査

学位取得

主研究テーマ

炭
素
資
源
教
育（
必
修
）

補
完
教
育（
必
要
時
）副研究テーマ

■修士課程からの入コース生標準履修モデル（M1は各専攻での教育） ■博士後期課程からの入コース生標準履修モデル

2つの学問分野の開拓と融合

国際性と現実対応能力に優れた人材の育成

Summary of
G-COE Program ”NOVEL CARBON RESOURCE SCIENCES”

NOVEL CARBON RESOURCE SCIENCES NEWSLETTER03 04



● NEDO「革新的ゼロエミッション石炭ガス化発電プロジェクト」

● 経済産業省「中核的人材育成事業」

● 九州低炭素システム研究会

グローバルCOE研究者マップ
G-COE Program Researcher Map

化石資源利用

資源開発・開発環境

エネルギー材料・環境材料
環境計測と保全

● NEDO「革新的ゼロエミッション石炭ガス化発電プロジェクト」

● 経済産業省「中核的人材育成事業」

経済分析と評価基礎化学

平島 剛
高度炭素資源処理
バイオマス利用

持田 勲
石炭ガス化

炭素材料・炭素ナノ繊維

P7

友岡 克彦
有機合成化学
高効率酸化反応

事業推進担当者 事業推進担当者

炭素資源利用学 炭素資源環境学 連携メンバー

永島 英夫
環境調和型化学
高効率金属錯体触媒

横山 士吉
炭素資源のデバイス応用
高分子フォトニック材料

大瀧 倫卓
熱電変換素子
熱エネルギー回収

尹 聖昊
炭素ナノ繊維

炭素材料反応工学

吾郷 浩樹
ナノカーボン材料
カーボンナノチューブ

岡田 重人
次世代リチウム二次電池用
電極活物質、蓄電技術

基礎化学

石炭改質・ガス化・エネルギー転換

原田 明
超高感度環境計測
レーザー分光分析

環境関連機能材料

三浦 則雄
環境センサ

電気化学デバイス

このほか事業協力者として、九州大学19名、福岡女子大学2名の教員が参画しています。

経済分析

藤田 敏之
環境経済学

地球環境問題の分析

汚染物質分離除去

寺岡 靖剛
機能性無機材料
環境触媒化学

環境計測

鵜野 伊津志
越境大気汚染の数値解析
アジア域大気環境モデリング

峯元 雅樹
流動・輸送現象解析
各種プラントの高性能化

竹村 俊彦
エアロゾルの地球規模
シミュレーション

伊藤 一秀
生活環境化学物質汚染

室内環境化学

平島 剛
高度炭素資源処理
バイオマス利用

中村 昌彦
海洋観測用ビークル
海洋構造物の位置制御

佐々木 久郎
CO2地中貯留

CO2-ECBM CO2-EOR

松井 紀久男
資源開発に伴う環境修復
石炭鉱山開発と環境問題

尹 聖昊
炭素ナノ繊維

炭素材料反応工学

寺岡 靖剛
機能性無機材料
環境触媒化学

P15

林　潤一郎
持続的炭素サイクル化学
コプロダクション

電力中研・他大学
愛媛大学等

深井 潤
炭素転換熱解析

炭素繊維の省エネ利用

草壁 克己
無機分離膜

環境汚染物質分離

● 九州低炭素システム研究会

九州大学
G-COE, NEDO, 
JST, JST-MOST

九州電力
褐炭利用技術
原子力

地元企業・他大学
九州工大・佐賀大・
熊本大 他

九州経済産業局

P21

P17

地下資源関連 海中資源関連 CO2貯留

基礎化学 環境材料開発 次世代エレクトロニクス材料開発 エネルギー材料開発

石炭等化石資源のエネルギー利用： 環境適応型・高効率利用科学技術開発

次世代低消費エネルギー社会を実現する石炭等化石資源の利用技術開発

石炭等化石資源の開発に伴う諸問題への対応技術開発

石炭等化石資源の利用に伴う諸問題への対応技術開発

九州大学グローバルCOE

新炭素資源学
NOVEL CARBON RESOURCE SCIENCES

福岡女子大学
Fukuoka Women’s University
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インドネシアの露天掘り石炭鉱山の環境低
負荷型資源開発を目的として、資源開発分
野と環境開発分野の学際的共同研究を行っ
た結果、環境に優しいリハビリテーション工法
の開発に成功したことが評価された。

「炭素同位体を用いた単層カーボンナノ
チューブの水平配向成長の可視化」および
「表面原子配列によってプログラムされた単
層カーボンナノチューブの配向成長」の研究
業績により、ナノ学会第6回大会で「産業タ
イムズ社賞」を受賞。
 

“Sorption of Co2+ Ions on the Biogenic 

Mn Oxide Produced by a Mn-Oxidizing 

Fungus, Paraconiothyrium sp. WL-2”

K. SASAKI, M. MATSUDA, T. URATA, T. 

HIRAJIMA, H. KONNO: Mater ia ls 

Transactions, Vol. 49(3), pp. 605-611, 

2008.

●受賞

バンドン工科大学
功労賞
（2009/01/08）
松井 紀久男

●受賞

ナノ学会第6回大会
産業タイムズ社賞
（2008/05/09）
吾郷 浩樹

“Gas Chromatographic Determination of 

Infinite Dilution Activity Coefficients for 

Alcohols, Ketones and Aromatic Hydro-

carbons in 4-Methyl-N-Butylpyridinium 

Tetraf luoroboronate and 1-Butyl-3-

Methylimidazolium Hexafluorophosphate”

●受賞／学生受賞

第8回
分離技術国際会議 
ICSST08
Outstanding Paper
Award of ICSST08
（2008/10/03）
下山 祐介
平山 武史
岩井 芳夫

「PCB迅速分析のための液体クロマトグラッフィ
ククリーンアップ剤の探索と分離特性 評価」

●受賞／学生受賞

日本環境化学会  
第17回
環境化学技術賞
（2008/06/12）
澤津橋 徹哉、 塚原 千幸人
嬉野 絢子、 中尾 智春
馬場 恵吾、 福永 義徳
三浦 則雄

●受賞

平成20年度
資源・素材学会
第34回論文賞
（2009/03/27）
笹木 圭子、 松田 稔
浦田 智弘、 平島 剛
金野 英隆

「カーボンナノチューブの成長と機能化の研究」

●受賞

平成20年度 
文部科学大臣表彰 
若手科学者賞
（2008/04/15）
吾郷 浩樹

●受賞

H20年度
九州大学研究
産学連携活動表彰
（2008/05/12）
岡田 重人

●受賞

H20年度
九州大学研究
産学連携活動表彰
（2008/05/12）
寺岡 靖剛

●受賞

H20年度
九州大学研究
産学連携活動表彰
（2008/05/12）
横山 士吉

●受賞

H20年度
九州大学研究
産学連携活動表彰
（2008/05/12）
藤田 克彦

“Electrochemical Performance of Aque-

ous Rechargeable Lithium Ion Battery 

(ARLB) based on LiFePO4 and LiTi2(PO4)3”

S.I. Park, T., Saito, T. Doi, Y.P. Wu, S. 

Okada and J. Yamaki.

●受賞／学生受賞
The 8TH Mini International
Symposium for Energy
Conversion and Storage, 
2009
Best Award of 
Outstanding Presenters at 
poster session

“Nonlinear Optical Responses in Polymer 

Two-Dimensional Photonic Crystals”

●受賞
ICNME2008 
Outstanding Poster 
Presentation Award
（2008/12/16-18）
井上 振一郎

「エアロゾルの気候に対する影響の定量的評
価の研究」

●受賞

平成20年度
文部科学大臣表彰 
若手科学者賞
（2008/04/15）
竹村 俊彦

●受賞

プラスチック
成形加工学会
功労者表彰
（2008/06/04）
梶原 稔尚

インタビュー記事掲載
以下の論文の2007年9月～
12月における被引用速度が 
Engineering分野（全22科
学分野中）においてトップ
（Thomson Scientific社の
調査による）になったため。
Recent Advancements in 

Surface Plasmon Reso-

nance Immunosensors for 

Detection of Small Mol-

ecu les  o f  B iomedica l ,  

Food and Environmental 

Interest, D. R. Shankaran, 

K. V. Gobi, N. Miura, Sen-

sors and Actuators B, 121, 

158-177 (2007).

Knowledge Link （日本の研
究者による注目論文&インタ
ビュー）
http://www.thomsonscien
tific.jp/knowledgelink/esi--
topics/fbp/

●報道掲載
"Science Watch" 
Fast Breaking Papers 2008 (April)
http://sciencewatch.com/dr/fbp/2008/08aprfbp/08aprfbpMiura/
三浦 則雄

●受賞／学生受賞
第45回化学関連支部
合同九州大会　
若手研究者奨励賞
（無機化学）
（2008/07/05）
池田 寛
（共同研究者：大瀧 倫卓）

「分子鋳型を用いた電解酸化法による酸化物
ナノ超格子の合成と物性」
参考URL：http://kcsj.jp/award_y.html

●受賞／学生受賞
CINEST International 
Symposium on Earth 
Science and Technology 
2008
Best Paper Award 
（DC Award）

In recognition of quality of content and 

presentation

Hitoshi Takamori, Keiko Sasaki, Hitoshi 

Yoshizaka and Tsuyoshi Hirajima

“Role of Wood-chips in Premeable Reac-

tive Barries for Removal of Borate in 

Groundwaters”

Phung Quoc Huy, Kyuro Sasaki and 

Yuichi Sugai

“Effects of SO2 and pH Concentration on 

CO2 Adsorption Capacity in Coal Seams”

Ryohei Takahashi, Koichiro Watanabe, 

Akira Imai, Hiroharu Matsueda and Victor 

M. Okrugin

“Genesis and Formation of ORE Deposits 

in Kamchatka Peninsula, Far Eastern 

Russia”

●受賞／学生受賞
The IUMRS International 
Conference in Asia 2008
Certificate of Award for 
Encouragement of 
Research in Materials 
Science
（2008/12/13）
石丸 雅大
（共同研究者：板倉 賢、 西田 稔）

“Microstructure Analysis of High Coercive 

PLD-Made NdFeB Thick-Film Improved 

by Tb-diffusion-coating Treatment”

受賞・新聞・雑誌掲載記事
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“Electrochemical Performance of Aque-

ous Rechargeable Lithium Ion Battery 

(ARLB) based on LiFePO4 and LiTi2(PO4)3”

S.I. Park, T., Saito, T. Doi, Y.P. Wu, S. 

Okada and J. Yamaki.

●受賞／学生受賞
The 8TH Mini International
Symposium for Energy
Conversion and Storage, 
2009
Best Award of 
Outstanding Presenters at 
poster session

“Nonlinear Optical Responses in Polymer 

Two-Dimensional Photonic Crystals”

●受賞
ICNME2008 
Outstanding Poster 
Presentation Award
（2008/12/16-18）
井上 振一郎

「エアロゾルの気候に対する影響の定量的評
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●受賞

平成20年度
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●受賞
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功労者表彰
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インタビュー記事掲載
以下の論文の2007年9月～
12月における被引用速度が 
Engineering分野（全22科
学分野中）においてトップ
（Thomson Scientific社の
調査による）になったため。
Recent Advancements in 

Surface Plasmon Reso-

nance Immunosensors for 

Detection of Small Mol-

ecu les  o f  B iomedica l ,  

Food and Environmental 

Interest, D. R. Shankaran, 

K. V. Gobi, N. Miura, Sen-

sors and Actuators B, 121, 

158-177 (2007).

Knowledge Link （日本の研
究者による注目論文&インタ
ビュー）
http://www.thomsonscien
tific.jp/knowledgelink/esi--
topics/fbp/

●報道掲載
"Science Watch" 
Fast Breaking Papers 2008 (April)
http://sciencewatch.com/dr/fbp/2008/08aprfbp/08aprfbpMiura/
三浦 則雄

●受賞／学生受賞
第45回化学関連支部
合同九州大会　
若手研究者奨励賞
（無機化学）
（2008/07/05）
池田 寛
（共同研究者：大瀧 倫卓）

「分子鋳型を用いた電解酸化法による酸化物
ナノ超格子の合成と物性」
参考URL：http://kcsj.jp/award_y.html

●受賞／学生受賞
CINEST International 
Symposium on Earth 
Science and Technology 
2008
Best Paper Award 
（DC Award）

In recognition of quality of content and 

presentation

Hitoshi Takamori, Keiko Sasaki, Hitoshi 

Yoshizaka and Tsuyoshi Hirajima

“Role of Wood-chips in Premeable Reac-

tive Barries for Removal of Borate in 

Groundwaters”

Phung Quoc Huy, Kyuro Sasaki and 

Yuichi Sugai

“Effects of SO2 and pH Concentration on 

CO2 Adsorption Capacity in Coal Seams”

Ryohei Takahashi, Koichiro Watanabe, 

Akira Imai, Hiroharu Matsueda and Victor 

M. Okrugin

“Genesis and Formation of ORE Deposits 

in Kamchatka Peninsula, Far Eastern 

Russia”

●受賞／学生受賞
The IUMRS International 
Conference in Asia 2008
Certificate of Award for 
Encouragement of 
Research in Materials 
Science
（2008/12/13）
石丸 雅大
（共同研究者：板倉 賢、 西田 稔）

“Microstructure Analysis of High Coercive 

PLD-Made NdFeB Thick-Film Improved 

by Tb-diffusion-coating Treatment”

受賞・新聞・雑誌掲載記事
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●報道掲載
Nature Publishing Group（NPG） 
Asia Materials
（Published: 25 November 2008）:
Research Highlight
井上 振一郎、 横山 士吉

アルバータ大学工学部
http://www.engineering.ualberta.
ca/civil//pdfs/October%202008.
pdf

「休眠トンネルの貯蔵庫化　実験現場
を公開　九大院教授『来年度末に評
価書』」

●報道掲載

アルバータ大学
工学部広報
（2008年、12月号）
佐々木 久郎
菅井 裕一

Enhancement of two-photon excited fluorescence in two-dimensional 

nonlinear optical polymer photonic crystal waveguides.

S.-I. Inoue, S. Yokoyama: Appl. Phys. Lett., Vol. 93, pp. 111110, 2008.

Research Highlights とは、アジア太平洋地域における材料科学分野の最高
レベルの研究成果をNature誌の刊行で知られるNature Publishing Group
（NPG）の国際的な編集委員会によって選出し、ハイライトし紹介する試み。

「小型燃料電池向け触媒　九大、白金の使用半分に
携帯・PC用に実用化目指す」

「家庭で充電実用化後押し　次世代車電池開発へ
九大・九電・三菱重工が連携」

「鉄触媒、有機物合成に活用　電子・医
薬材料製造安く　高価な貴金属不要に」

●報道掲載

西日本新聞
（2008/12/24）
佐々木 久郎

「熱電変換素子　n型の変換効率向上　九州大学」

●報道掲載

化学工業日報
（2008/08/28）
大瀧 倫卓

●報道掲載

日経産業新聞
（2008/07/09）
尹・持田研究室

●報道掲載

西日本新聞
（2008/01/04）
山木・岡田研究室

●報道掲載

日本経済新聞
（2008/12/22）
永島 英夫

受賞・新聞・雑誌掲載記事
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第１回　国際シンポジウム（キックオフ・シンポジウム）
日　時：2008年10月26日
場　所：グランドハイアット福岡（3階）
担当者：永島　英夫、菊池　裕嗣、岡田　重人　
〈開会挨拶〉
永島　英夫（拠点リーダー・九州大学先導物質化学研究所）
有川　節夫（九州大学総長）
谷　広太（文部科学省　地球・環境科学技術推進室）
橘高　公久（九州経済産業局）

〈G-COEプログラム概要紹介〉
永島　英夫（拠点リーダー・九州大学先導物質化学研究所）
寺岡　靖剛（拠点副リーダー、セクションリーダー・九州大学総合理工学研究院）
平島　剛（セクションリーダー・九州大学工学研究院）

〈講演〉
尹　聖昊（九州大学先導物質化学研究所）
“Carbon Materials for Energy and Environmental Devices”

佐藤　幹夫（電力中央研究所、エネルギー技術研究所）
“Fossil fuel energy outlook and engineering solutions for climate change in electric power sector”

Yanqing Wu（中国・上海交通大学）
“The Global COE for Novel Carbon Resource Sciences: Geological storage of CO2”

Sudarto Notosiswoyo（インドネシア・バンドン工科大学）
“Research Activities Related to Conventional Energy (Oil, Gas, and Coal) in Institute Technology Bandung, Indonesia”

Doo-hwan Jung（韓国・エネルギー研究院）
“Current Situation of Energy in Korea”

Chun-Zhu Li（オーストラリア・モナシュ大学）
“Energy Research in Curtin University of Technology Australia”

SYMPOSIUM & 
WORKSHOP

2008年度 G-COE新炭素資源学

主催

Earth Resource Science and Technology
-2nd International Symposium of Novel Carbon Resource Sciences

日　時：2009年3月10～11日
場　所：インドネシア・バンドン工科大学
担当者：Sudarto Notosiswojo（ITB）、Budi Sulistiant（ITB）、永島　英夫、松井　紀久男、
　　　 平島　剛、佐々木　久郎
〈基調講演〉
松井　紀久男（九州大学工学研究院）
“Development of Eco-Friendly Coal Mines in Overseas Countries Considering Environmental Issues”

佐々木　久郎（九州大学工学研究院）
“Two Major Problems of Japanese CO2 ECBM Test Project at Yubari, Japan” 

Yanqing Wu（中国・上海交通大学）
“Modeling and Remedation with Permeable Reactive Barries in Groundwater Contaminated by Perchloroethylene”

Chun-Zhu Li（オーストラリア・カーティン工科大学）
“Catalytic Effects of Alkali and Alkaline Earth Metallic Species during the Gasification of Brown Coal”

Dwiwahju Sasongko（インドネシア・バンドン工科大学）
“Coal Gasification and Liquefaction: a Brief Review” 

Bukin Daulay（インドネシア・エネルギー鉱物資源省）
“Low Rank Coal Upgrading”

〈特別講演〉
岡田　重人、土井　貴之、山木　準一（九州大学先導物質化学研究所）
“Cathode Active Materials for Post Lithium-Ion Battery”

深井　潤、中曽　浩一（九州大学工学研究院）
“Application of Carbon Fibers to Thermal Engineering”

桑原　憲、小山　繁（九州大学総合理工学研究院）
“Researches on Improving the Performance of Refrigeration/Air-conditioning System in Our Laboratory Related to the 
Energy Saving/Environmental Protection Technology”

草場　一、永長　久寛、寺岡　靖剛（九州大学総合理工学研究院）、下川　弘宣（総合理工学府）
“Development of Catalyst for the Removal of Particulate Matter from Diesel Exhausts”

辻　剛志、辻　正治、土井　貴之、山木　準一（九州大学先導物質化学研究所）、水城　健志、仲西　政孝（九州大学総合理工学府）
“Preparation of Nano-sized Functional Materials Using Laser Ablation in Liquids”

九州大学G-COE「新炭素資源学」公開講座および環境経済に関する講演会
日　時：2009年3月25日
場　所：アクロス福岡　国際会議場（3階）
担当者：藤田　敏之、堀井　伸浩、日野　道啓　
〈口頭発表〉
平島　剛、野中　壯泰（九州大学工学研究院）
“Upgrading of Low Rank Coal and Woody Biomass by Hydrothermal Treatment”
含、全50件

〈公開講座〉
永島　英夫（九州大学先導物質化学研究所）
「今、地球規模でおこっていること：エネルギー・環境・地球温暖化」

大中　忠勝（福岡女子大学人間環境学部）
「家の中で感じる地球温暖化－十分な睡眠がとれていますか？－」

馬　昌珍（福岡女子大学人間環境学部）
「炭素粒子を中心とした車排出大気汚染物質の性状特性」

堀　史郎（九州大学産学連携センター）
「次世代の日本の舵取り：エネルギー環境政策を考える」

〈講演会〉
永島　英夫（九州大学先導物質化学研究所）
「新炭素資源学プロジェクトの概要・九州大学の取り組み」

堀井　伸浩（九州大学大学院経済学研究院）
「中国のエネルギー・環境問題と世界への影響」

第1部　中国のエネルギー利用の現状と持続可能性への挑戦
王　宏英（山西省社会科学院能源経済研究所）
「中国の石炭産業の改革とクリーンコールテクノロジーの進展」

堀井　伸浩（九州大学大学院経済学研究院）
「中国の電力産業における省エネルギー・環境対策：中国における排煙脱硫装置の普及とその背景に焦点を当てて」

張　希良（中国清華大学３E研究院）
「中国の再生可能エネルギー産業の急成長：企業の競争力分析」

第2部　日本の省エネルギー・環境技術をいかに中国に普及させるか？
原田　達朗（九州電力総合研究所・九州大学特任准教授）
「日本のクリーンエネルギー技術の状況～電力を中心に」

藤田敏之（九州大学大学院経済学研究院）
「京都メカニズムの必要性」

公開講座・講演会
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藤田敏之（九州大学大学院経済学研究院）
「京都メカニズムの必要性」

公開講座・講演会
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SYMPOSIUM & WORKSHOP

藤田敏之（九州大学大学院経済学研究院）
「京都メカニズムの必要性」

〈総合討論〉
「中国のエネルギー・環境問題の転換点に日本はどのように食い込んでいくべきか？」

ファシリテーター：
藤田　敏之（九州大学大学院経済学研究院）

パネリスト：
王　宏英（山西省社会科学院能源経済研究所）
張　希良（中国清華大学３E研究院）
高橋　正貴（世界銀行・上級電力エンジニア）
原田　達朗（九州電力総合研究所・九州大学特任准教授）
堀井　伸浩（九州大学大学院経済学研究院）

The First KU-SJTU Joint Workshop on 
Environment and Energy Issues in Relation with 
Novel Carbon Resource Sciences － 日中セミナー －
日　時：2008年11月12日
場　所：九州大学筑紫キャンパス
担当者：寺岡　靖剛　

〈学生交流ディベート〉
テーマ：「石炭資源は石油資源に代わるエネルギーとなりうるか？」

参加者：28名（内、上海交通大学学生：8名）

地球科学技術に関する国際シンポジウム2008
日　時：2008年12月1～2日
場　所：九州大学西新プラザ
担当者：松井　紀久男、平島　剛、
　　 　 Rudy Sayoga Gautama（ITB）、Vladimir Kebo（VSB）　　

〈Plenary Lectures〉
Rudy Sayoga Gautama（バンドン工科大学）
“On the Issue of Acid Mine Drainage in Indonesian Mines”

Tayfun Babadagli（アルバータ大学・鉱山石油スクール）
“Evaluation of the Critical Parameters Affecting CO2 Sequestration Performance During Enhanced Oil Recovery”

Suseno Kramadibrata（バンドン工科大学）
“Failure Criteria Development Using Triaxial Test Multistage and Conventional”

〈口頭発表〉全62件

〈ポスター発表〉全33件

The 1st International Workshop on Energy and 
Environment in Chemical Engineering
日　時：2008年12月5日
場　所：九州大学筑紫キャンパスC-Cube303
担当者：深井　潤　
〈講演〉
Sang Done Kim（KAIST, Korea）
“Current Status of Clean Fossil Energy Technology in Korea”

Doo Hwan Jung（KIER, Korea）
“Application of Carbon Materials in Fuel Cell Industry”

Tharapong Vitidsant（Chulalongkorn, Univ., Korea）
“Catalytic Cracking of Waste Plastics and Used Vegetable Oil to Liquid Fuel”

The 21st International Workshop on 
Chemical Engineering
日　時：2008年12月6～7日
場　所：佐賀大学
担当者：草壁　克己

〈口頭発表〉全146件

〈ポスター発表〉全99件

Yongtaek Lee（Chungnam National Univ., Korea）
“Application of Zeolite Membranes for Preparation of Bioethanol”

ユビキタス情報化社会を支える光利用有機・高分子化学　
第1回国際シンポジウム
日　時：2008年12月19～20日
場　所：九州大学筑紫キャンパスC-Cube301、303
担当者：横山　士吉、菊池　裕嗣、友岡　克彦　
〈講演〉
Shiyoshi Yokoyama (Kyushu Univ.)
“Smart Polymers for Optoelectonic Applications”

Larry Dalton (Univ. of Washington)
“Organic Nonlinear Optical Materials, Silicon Photonics, and Plasmonics”

Dong Hoon Choi (Korea Univ.)
“Stabil i ty Control of Electro-optic Effect Using New Maleimide Copolymers Containing Photoreactive 
Tricyanopyrrolidene-based Chromophores”

Soo Young Park (Seoul National Univ.)
“Highly Fluorescent and Semiconducting Organic Nanostructures: Nanoparticle”

Akira Otomo (Nat. Inst. Info. & Commun. Tech)
“Molecular-scale Photonic Devices for Energy Saving Information Technology”

Hirotsugu Kikuchi (Kyushu Univ.)
“Electro-optics of Nano-structured Liquid Crystals”

Ryo Irie (Kumamoto Univ.)
“Development of Chiral 2,6-trans-1,2,6-Trisubstituted Piperidine and its Metal Complexes for Asymmetric Catalyses”

Toshiyuki Hamura (Kwansei Gakuin Univ.)
“Synthesis, Reactivity, and Structure of Strained Aromatic Compounds”

Kazunobu Igawa (Kyushu Univ.)
“Enantioselective Synthesis of Chiral Silanol: Asymmetric Nucleophilic Substitution Reaction of Achiral Dialkoxysilane”

Young-Ger Suh (Seoul National Univ.)
“Total Syntheses and Synthesis-Based Structure Elucidation and Biological Activity of Macrosphelides”

Masato Ito (Tokyo Institute of Technology)
“Design of Bifunctional Cp*Ru Catalysts for Asymmetric Synthesis”

Masanari Kimura (Nagasaki Univ.)
“Transition Metal Catalyzed C-C Bond Formation and Cleavage Reaction Utilizing Organoborane”

Tatsuya Uchida (Kyushu Univ.)
“Unique Catalysis of Ru(salen) Complexes: Aerobic OH-oxidation under Irradiated and Non-irradiated Conditions”

Yoshihiko Yamamoto (Tokyo Institute Technology)
“Cu-Catalyzed Hydroarylation of Electron-Deficient Alkynes”

Mitsuru Shindo (Kyushu Univ.)
“Stereoselective Olefination of Carbonyl Compounds Controlled by Torquoselectivity”

〈ポスター発表〉全16件

共催
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SYMPOSIUM & WORKSHOP
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共催
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SYMPOSIUM & WORKSHOP

G-COE新炭素資源学　セミナー

〈講演〉

Nitin Labhsetwar (National Environmental Engineering Research Institute, India)
“Non-noble Metal Based Catalysts: Possibilities for Their Applications in Exhaust Treatments of Mobile Sources”

Vito Specchia (Politecnico di Torino, Italy)
“Vehicle Emissions Control via Catalytic Reaction Engineering: State-of-the-art at Politecnico of Turin”

Koji Takasaki and Prof. Hiroshi Tajima (Kyushu University, Japan)
“Marine Exhaust Emission Regulation and Control”

Hideaki Hamada (National Institute of Advanced Industrial Science and Technology, Japan)
“Development of Ir/silica-based Catalysts for the Selective Reduction of NO with CO Applied to Diesel Exhaust”

Hong He (Research Center for Eco-Environmental Sciences, CAS, China)
“Selective Catalytic Reduction of NOx by Ethanol over Precipitable Silver Compound Catalysts and the Application of 
AgCl/Al2O3 to Diesel Exhaust Treatment”

Norio Miura (Kyushu University, Japan)
“Zirconia-based Gas Sensors Aiming at Monitoring of Automotive Exhaust”

Masato Machida (Kumamoto University, Japan)
“Catalytic Applications of Large-capacity Oxygen Storage Materials”

〈特別講演〉

鳥居修一（熊本大学）
“Thermal Fluid-Flow Control in Opened or Closed Indoor with Injection and Suction Ducts by Using 
Vertical Partition Plate”

〈基調講演〉

中上英俊（（株）住環境計画研究所）
「アジアにおけるESCO事業の現状と将来」

〈口頭発表〉全15件

〈ポスター発表〉全25件

International Workshop on 
“Recent Advances in Science and Technology for 
Exhaust Treatments of Mobile Sources”
日　時：2009年2月13日

場　所：九州大学筑紫キャンパスC-Cube301

担当者：寺岡　靖剛　　

Fourth International Conference of

（YSRIM 2009）
日　時：2008年1月29～30日
場　所：メルパルク熊本
担当者：林　徹夫、伊藤　一秀　　　

The Yellow Sea Rim International Exchange
Meeting on Building Environment and Energy

Production Optimization for 
Developing Thin Oilsands Layers
【開催場所】
九州大学伊都キャンパス　ウエスト2号館
国際プロジェクトA　W2-517

Antimicrobial Polymers Today: 
The Chemistry and Applications
【開催場所】
九州大学筑紫キャンパス C-Cube 303

Nanomanufacturing with Colloids of 
Nanoparticles and Carbon Nanotubes: 
Fluid and Heat Transfer Physics
【開催場所】
九州大学伊都キャンパス ウエスト4号館７階 
732号室（ゼミ室A）

第１２９回ＫＡＳＴＥＣセミナー
【開催場所】
九州大学筑紫キャンパス　産学連携センター ３階研修室

『企業における研究開発』
～三菱化学における研究開発を例にして～

【開催場所】
九州大学筑紫キャンパス　先導物質化学研究所南棟112

Organometallic Seminar XXXVI
「分子触媒化学の新パラダイム」
【開催場所】
九州大学国際ホール

Bae, Wisup
（Sejong University, Korea）

El-Refaie Kenawy
（Tanta University, Arab Republic of Egypt）

Dimos Poulikakos 
（チューリッヒ工科大学）

泉　順
（九州大学 産学連携センター、吸着技術工業㈱）
内山　政弘
（九州大学 産学連携センター、独立行政法人国立環境研究所）

浦田　尚男
（㈱三菱ケミカルホールディングスグループ基盤強化室）

吉田　拡人（広島大学）
斉藤　進（名古屋大学）
徳永　信（九州大学・理学研究院）
髙井　和彦、國信　洋一郎（岡山大学）

2008/7/17

日付 セミナー 講演者

2008/9/11

2008/11/17

2008/11/21

2008/12/1

2008/12/16
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SYMPOSIUM & WORKSHOP

G-COE新炭素資源学　セミナー

〈講演〉
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〈口頭発表〉全15件

〈ポスター発表〉全25件
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九州大学グローバルCOE

－石炭エコイノベーション
新炭素資源学
NOVEL CARBON RESOURCE SCIENCES : Coal-Based Eco-Innovations

　１０月２６日（日）、福岡市のグランドハイ

アット福岡にて、九州大学グローバルＣＯＥ

プログラム「新炭素資源学」のキックオフシ

ンポジウム「The First International Sym-

posium of Novel Carbon Resource 

Sciences」が開催されました。

　まず拠点リーダーの永島英夫教授（先導

物質化学研究所長）、有川節夫九大総長、

文部科学省地球・環境科学技術推進室長

の谷広太氏、九州経済産業局長の橘高公

久氏から開会の挨拶があり、続いて、永島

教授、寺岡靖剛教授（総合理工学研究院

長）、平島剛教授（工学研究院）からＧ-ＣＯ

Ｅプログラムの背景・目的・計画、教育プロ

グラム、連携協力に関する紹介がなされまし

た。また拠点からは、尹聖昊教授（先導物質

化学研究所）が、エネルギー・環境技術の

分野における炭素素材の意義に関する代

表講演を行いました。

　産学連携の招待講演では、（財）電力中

央研究所・研究参事の佐藤幹夫氏による、

エネルギー問題の展望と電力セクターにお

ける気候変動対応策についての発表があり

ました。国際連携の招待講演では、韓国エ

ネルギー研究院・先端燃料電池研究セン

ター長のDoo-hwan Jung氏、中国・上海

交通大学のYanqing Wu教授、インドネシ

ア・バンドン工科大学のSudarto Notosis-

woyo教授、オーストラリア・モナシュ大学の

Chun-Zhu Li教授から、各国におけるエネ

ルギー・環境問題やそれに関する研究の現

状についての報告がなされました。

　シンポジウムには学内外から１７１名の参

加があり、活発な議論が交わされました。最

後に、本Ｇ-ＣＯＥプログラムを九州大学と共

同で運営している福岡女子大学の高木誠

学長から閉会の挨拶が述べられ、盛会のう

ちに閉幕しました。

SYMPOSIUM &
WORKSHOP REPORT

Ｇ-ＣＯＥ「新炭素資源学」
国際シンポジウムを開催01

開会の挨拶をする橘高公久氏

1 2

6

4 5

3

7 8 9

Ｇ-ＣＯＥプログラムの背景・目的・計画、教育プログラム、
連携協力に関する紹介をする1.永島英夫教授、2.寺岡
靖剛教授、3.平島剛教授　4.エネルギー・環境技術の分
野における炭素素材の意義に関する代表講演を行う尹
聖昊教授　5.エネルギー問題の展望と電力セクターにお
ける気候変動対応策についての発表をする佐藤幹夫氏
6.エネルギー・環境問題やそれに関する研究の現状につ
いての報告をする韓国エネルギー研究院・先端燃料電
池研究センター長のDoo-hwan Jung氏　7.中国・上海
交通大学のYanqing Wu教授　8.インドネシア・バンドン
工科大学のSudarto Notosiswoyo教授　9.オーストラ
リア・モナシュ大学のChun-Zhu Li教授
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九州大学グローバルCOE

－石炭エコイノベーション
新炭素資源学
NOVEL CARBON RESOURCE SCIENCES : Coal-Based Eco-Innovations
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　３月１０・１１日、インドネシアのバンドン工

科大学（ITB）で、キックオフシンポジウムに

続く第二回国際シンポジウムが本COEとの

間で共同開催されました。

　第一日目は、はじめにITBのSudarto No-

tosiswoyo鉱産石油工学部長、本GCOE

拠点リーダーの永島英夫教授、ITBの

Djoko Santoso学長から開会の挨拶があ

り、次いで、基調講演として、中国・上海交

通大学のYanqing Wu教授、オーストラリ

ア・カーティン工科大学のChun-Zhu Li教

授、ITBのDwiwahju Sasongko産業技術

学部長により、それぞれの専門分野である

地下水汚染問題、褐炭利用、石炭ガス化の

観点から新炭素資源学の可能性が展望さ

れました。その後、二つの部屋に分かれ、環

境科学、炭素資源関連新規材料、熱エネル

ギー、政策と新炭素技術をテーマとする分

科会が行われました。九州大学からは、本Ｇ

ＣＯＥの深井潤教授、岡田重人准教授をは

じめとする4名の教員が、熱工学における炭

素繊維、次世代ナトリウム電池、ナノサイズ

機能性物質生成技術、冷蔵・冷房の効率

化といったテーマに関する特別講演を行い、

ほかに4名の教員と11名の学生が口頭発

表を行いました。

　第二日目は、新炭素資源学の一分野で

ある資源工学に焦点が当てられ、まず本

GCOEの松井紀久男教授、佐々木久郎教

授、ITB鉱物石炭技術センター長のBukin 

Daulay博士により、それぞれの専門分野で

ある、環境に配慮した炭鉱開発、夕張におけ

るCO2貯留、低品位炭改質の観点からの基

調講演が行われました。その後、二つの部屋

に分かれて、地球資源、炭鉱科学技術、石

炭資源利用、熱エネルギー、石油工学に関

する分科会が開かれ、九州大学からは、4名

の教員と11名の学生が口頭発表を行いま

した。各分科会では、CO2貯留、インドネシア

に多く分布する低石炭化度炭（褐炭、亜瀝

青炭など）の有効利用・クリーン化、インドネ

シアの露天掘り鉱山の開発にかかわる環境

問題といった、新炭素資源学にとって重要

な課題について特に多くの議論が行われま

した。

　シンポジウムには、アジア諸国をはじめと

する世界９カ国から招待者を含め１７４名

（組織スタッフ５０名を除く）が出席し、活発な

議論が交わされました。九州大学からは、３７

名の教員・学生・スタッフが出席し、うち３５

名の教員・学生が口頭発表を行いました。ま

た、今回のシンポジウムでは本ＧＣＯＥの学

生が、一人１セッションずつ、セッションアシス

タントとして、座長とともに質疑応答やセッ

ションの運営に参画しました。第一日目の夜

には懇親会が開かれ、インドネシアの伝統

的な楽器の演奏などを通じて交流を深めま

した。

　シンポジウムの翌日には、資源・エネル

ギー大国であるインドネシアの代表的な施

設の現地視察として、カモジャン地熱発電

所やポンコール金鉱への見学会が行われ、

九州大学からもあわせて約２０名の教員・学

生が参加しました。西ジャワ州ガルートにある

カモジャン地熱発電所は、世界有数の地熱

エネルギー埋蔵量を誇り、地熱開発に力を

入れているインドネシアを代表する施設であ

り、見学会では、インドネシアの地熱発電の

現状や同発電所の施設・発電規模・立地

条件などの説明と、スチームタービン等の設

備、およびカモジャン・クレーター国立公園

内の間欠泉・温泉沼の見学が行われまし

た。西ジャワ州ボゴールにあるポンコール金

鉱は、地元企業によりサブレベル採掘法で

操業されているインドネシア有数の金鉱であ

り、見学会では坑内の通気環境に焦点が

当てられ、切羽と通気設備の見学や、現在

掘削中の新たな立坑の効果と検証方法に

ついての質疑応答が行われました。こうした

見学会のほか、各参加者の専門分野ごと

に、ＩＴＢ各研究室への訪問が行われ、交流

を深めました。

　また、シンポジウムの前日には、拠点リー

ダーの永島教授をはじめとするGCOEの教

員・スタッフ６名が、ITBのDjoko Santoso

学長、Indratmo Sukarno副学長を表敬訪

問しました。あわせて、ITBの先生方６名、中

国のWu教授、オーストラリアのLi教授を交

えたGCOE評価懇談会を実施し、平成20

年度の活動報告と、今後の研究・教育交流

の在り方、今後の国際シンポジウムの実施

計画などについての意見交換を行いました。

　今回のシンポジウムは、ＧＣＯＥの学生・

教員にとり、視野の拡大、研究交流、人的

ネットワークの構築などあらゆる面で実り多

いものとなりました。当拠点では、今回に続く

海外でのシンポジウムを、中国やオーストラリ

アなどアジアとその周辺地域で今後も積極

的に開催してゆきたいと考えています。

SYMPOSIUM &
WORKSHOP REPORT

「新炭素資源学」
第二回国際シンポジウムをインドネシアで開催02
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　３月２５日、福岡市天神のアクロス福岡に

て、九州大学G-COE「新炭素資源学」公開

講座および環境経済に関する新炭素資源

学G-COE講演会が行われました。

　前半の公開講座の部では、専門家だけ

でなく、一般の市民の皆さんにも新炭素資

源学の意義を理解していただくという見地か

ら、社会的観点や生活に密着した視点から

の講演および討論が行われました。まず、九

州大学大学院経済学研究院の藤田敏之

准教授から開会の挨拶があり、次いで、拠

点リーダーの永島英夫教授、福岡女子大

学人間環境学部の大中忠勝教授、福岡女

子大学人間環境学部の馬昌珍准教授、九

州大学産学連携センターの堀史郎教授に

よる講演がなされました。

　後半の講演会の部では、世界的なエネル

ギー・環境問題の解決にとって重要な位置

を占める中国の状況を主題に、ノーベル平

和賞（2007年）に輝いた「気候変動に関す

る政府間パネル（IPCC）」の第四次評価報

告書の代表執筆者を務めた中国清華大学

３E研究院の張希良教授や、世界銀行の上

級電力エンジニアである高橋正貴氏などの

専門家を海外からお招きし、より専門的な見

地から講演と討論が行われました。まず、九

州大学大学院経済学研究院長・学府長の

川波洋一教授から開会の挨拶があり、次い

で、永島教授による基調講演、そして、九州

大学大学院経済学研究院の堀井伸浩准

教授による講演会趣旨説明がなされました。

講演会第一部「中国のエネルギー利用の

現状と持続可能性への挑戦」では、中国山

西省社会科学院能源経済研究所の王宏

英所長、堀井准教授、張教授によって、日

本において十分に知られていない中国のエ

ネルギー対策の実態について講演がなされ

ました。講演会第二部「日本の省エネル

ギー・環境技術をいかに中国に普及させる

か?」では、九州電力総合研究所の原田達

朗氏、藤田准教授によって、日本の環境技

術とその普及の可能性について講演が行

われました。最後に、王所長、張教授、原田

氏、藤田准教授、堀井准教授、および高橋

氏の間で総合討論が行われ、中国の環境

問題への取組みの評価の共有化および

日・中の今後の環境問題への取組みの課

題と展望について活発な議論が交わされま

した。

　公開講座・講演会には、計162名が参加

し、一般からも多数（45名）の参加者があり

ました。講演者に対しては、参加者から多く

の質問・意見が寄せられ、活発な質疑が交

わされました。閉会後、招待者を交えた懇親

会も行われました。

　今回の公開講座は、新炭素資源学を日

常生活や社会全体の視点から捉えなおす

ことで、聴衆に対して問題提起や情報提供

を行うことができたというだけでなく、本

GCOE拠点のメンバー・学生にとって自らの

研究をより広い文脈の中で把握する機会と

なったという意味でも、有意義なものとなりま

した。また、後半の講演会は、この分野で世

界をリードする一流の専門家による最新の

知見を拠点内外に提供する大変貴重な機

会となりました。本拠点では、国際的・学際

的・社会的に広い視野をもった公開講座や

講演会を今後も積極的に開催していきたい

と考えています。

SYMPOSIUM &
WORKSHOP REPORT

九州大学G-COE「新炭素資源学」公開講座および
環境経済に関する新炭素資源学G-COE講演会を開催03

1.拠点リーダー 永島英夫教授　2.福岡女子大学人間環境学部 大中忠
勝教授　3.福岡女子大学人間環境学部 馬昌珍准教授　4.九州大学
産学連携センター 堀史郎教授　5.九州大学大学院経済学研究院長・
学府長 川波洋一教授　6.九州大学大学院経済学研究院 堀井伸浩准
教授　7.中国山西省社会科学院能源経済研究所 王宏英所長　8.中
国清華大学３E研究院 張希良教授　9.九州電力総合研究所 原田達
朗氏　10.総合討論の様子
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休憩時間に談笑する参加者
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　３月２５日、福岡市天神のアクロス福岡に
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九州大学グローバルCOE

－石炭エコイノベーション
新炭素資源学
NOVEL CARBON RESOURCE SCIENCES : Coal-Based Eco-Innovations

CSSについて
　平成10年、九州大学大学院総合理工

学研究科（平成12年4月から大学院総合

理工学府）は『英語による「物質」「エネル

ギー」「環境」を融合した研究発表』を通じ

ての学生交流の場を設けることを釜山国

立大学校（PNU ;  Pusan Nat ional  

U n i v e r s i t y ）、浦項工科大学校

（POSTECH ; Pohang University of 

Science and Technology）の両校に提

案した。PNUは大学間交流校、POSTECH

は部局間交流校として長い交流実績があっ

た点に加え、地理的に近く往来が容易であ

る点が大きな要因となり、開催が同意され

た。このシンポジウムは、九州と対馬、対馬と

韓国の二つの海峡を挟んで友好を深める

意味をこめてCross Straits Symposium 

on Materials, Energy and Environmen-

tal Sciences(CSS) と名付けられ、第１回

は平成11年11月1-2日に発案した九州大

学総合理工学府が主催して筑紫キャンパス

で行われた。主催は３校の輪番制とし、第2

回（平成12年11月2-3日）はPNU（韓国釜

山市）、第３回（平成13年11月15-16日）は

POSTECH（韓国浦項市）が当番校を務

め、４ラウンド目となる第10回を平成20 年

11月13-14日に九州大学筑紫キャンパス

で開催した。

　本セミナーは、九州大学総合理工学府、

PNU、POSTECの３つの大学間での開催

であることから「３校セミナー」と称している

が、九州大学が主催した第7回（平成17年

12月1-2日）では、中国の上海交通大学

（SJTU）から2名の教員と6名の博士課程

学生を招待して、参加校の拡大を実現した。

CSSと学生の国際化教育
　本シンポジウムは、発表の主体が博士学

生であるばかりでなく、企画、運営の相当部

分を学生が主体的に行なっており、国際化

教育の一環として成果を挙げているものとし

て、重要視している。総合理工学府におい

て、平成17、18年度の魅力ある大学院教

育イニシアティブ事業として採択された「も

のづくり型実践的研究人材の戦略的育成」

プログラムにおいても、CSSを重要な国際

化教育プログラムと位置づけ、前述のCSS

７へのSJTUの教員、学生の招聘やCSS8

への学生の派遣などを行い、学生の国際力

涵養に実効をあげた。

　新炭素資源学G-COEにおいても、博士

学生が主体的に運営する国際交流セミ

ナーであるCSSは、必修科目に定めている

「新炭素資源学国際演習」の趣旨に合致す

るものとして位置づけている。

CSS10について
　CSS10は第４ラウンド目の最初として、ま

た第10回の記念すべき大会として、九州大

学大学院総合理工学府が主催して、平成

20 年11月13-14日に九州大学筑紫キャン

パスで開催した。材料、エネルギー、環境の

各分野から韓国側約４0名、日本側約80

名, さらに特別参加された上海交通大学か

らの8名の大学院生が集い、それぞれが口

頭またはポスター発表を行い、それに関する

議論を深めるとともに、学生セッション等によ

り相互交流を深めることができた。今後３国

の院生が、お互いに競争切磋琢磨して研究

の促進に大いに寄与することが期待される。

参加各大学からそれぞれ１名の教員による

招待講演が行われたが、いずれも平易であ

りながら内容の濃いもので、院生向きに良く

準備された感銘深い講演が行われ、教育効

果の極めて高いシンポジウムでもあった。講

演発表数は上表のとおりで、優秀講演とし

て口頭発表21件、ポスター発表10件が表

彰された。また、このシンポジウムの高い意

義を再認識して継続が決定され、次回は平

成21年秋にPNUの主催で開催されること

になった。

　CSS10における発表、討論のみならず、

企画、運営に、また後述の上海交通大学と

のG-COEセミナーに総合理工学府所属の

G-COE学生18名が積極的に関与し、それ

らをもとに「新炭素資源学国際演習」の１単

位を認定した。

上海交通大学とG-COEセミナー
　上海交通大学（SJTU）は新炭素資源学

G-COEの海外コア連携校であり、上記の

CSS10に学生、教員を招聘した。また、

CSS10に先立ち、平成20 年11月12日の

午後に、The First KU-SJTU Joint Work-

shop on Environment and Energy 

Issues in Relation with Novel Carbon 

Resource Sciencesを開催した。永島拠点

リーダーによる新炭素資源学G-COEの紹

介、寺岡副拠点リーダーによるG-COE事業

における両大学の連携構想についての紹

介後、学生によるディベートを行った。

　ディベートの対象テーマは、学生自身で

「the use of coal as energy source 

instead of oil」と設定し、参加学生に事前

にYes、Noの立場で各自の考えをまとめて

おくよう依頼していた。KUの代表学生（コー

ディーネーター）によるエネルギー事情の簡

単な紹介の後、価格、埋蔵量、環境汚染の

観点から、日中学生が入り混じった「Yes」、

「No」グループ間で活発な議論が繰り広げ

られた。このテーマには明確な回答があるは

ずもないが、何れの意見も説得力があった。

「新炭素資源学」の根幹に関わるテーマで

あり、学生間での意見交換は極めて有意義

であった。今回は、時間の制約で1時間半の

ディベートであったが、次回以降は教員、学

生が一緒になった長時間の企画を組めばさ

らに有意義なセミナーになること、ならびに

学生の英語力が向上すれば実効がさらにあ

がることを両大学の教員、学生が確信した。

SYMPOSIUM &
WORKSHOP REPORT

第10回 Cross Straits Symposium on Materials, 
Energy and Environmental Sciences (CSS10)04
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Ｇ-ＣＯＥプログラムの背景・目的・計画、教育プログラム、
連携協力に関する紹介をする1.永島英夫教授、2.寺岡
靖剛教授、3.平島剛教授　4.エネルギー・環境技術の
分野における炭素素材の意義に関する代表講演を行う
尹聖昊教授　5.エネルギー問題の展望と電力セクター
における気候変動対応策についての発表をする佐藤幹
夫氏　6.エネルギー・環境問題やそれに関する研究の現
状についての報告をする韓国エネルギー研究院・先端燃
料電池研究センター長のDoo-hwan Jung氏　7.中国・
上海交通大学のYanqing Wu教授　8.インドネシア・バ
ンドン工科大学のSudarto Notosiswoyo教授　9.オー
ストラリア・モナシュ大学のChun-Zhu Li教授

ポスター発表の様子
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　平成20年12月1日、2日に地球科学技

術に関する国際シンポジウムが福岡市の西

新プラザにおいて開催されました。同シンポ

ジウムには、国内8研究機関から102名（う

ち留学生48名）および海外8機関から27

名が参加し、“資源”“環境”“地球科学”の

3分野に分かれて大学院生および若手研

究者を中心とした口頭発表およびポスター

発表が行なわれ、それぞれの会場で活発な

ディスカッションが行なわれました。また、シン

ポジウム初日には、海外で地球科学技術に

関する先端的な研究を展開している一流研

究者であるインドネシア・バンドン工科大学

のRudy Sayoga Gautama教授、カナダ・

アルバータ大学のTayfun Babadagli教授

ならびにインドネシア・バンドン工科大学の

Suseno Kramadibrata教授によるプレナ

リーレクチャーが行なわれました。

　Rudy Sayoga Gautama教授は石炭鉱

山開発における酸性鉱廃水の制御手法に

関する研究のスペシャリストであり、新炭素

資源の上流すなわち石炭生産現場におけ

る環境に配慮した開発・処理手法の現状に

ついて具体的に講演していただきました。

　Tayfun Babadagli教授は、CO2を用いた

石油の増進回収法に関する最先端の研究

を進めており、新炭素資源としての重質油の

開発におけるCO2の利用と、CO2の効果的

な削減方法としてのCO2-採油増進法の今

後の展望について講演していただきました。

　Suseno Kramadibrata教授は石炭鉱山

の効率的かつ安全な開発手法に関する研

究のスペシャリストであり、今後地下深部へ

と進展していくことが予想される石炭開発に

おける安全な作業環境の確保について、最

新の研究状況を講演していただきました。

SYMPOSIUM &
WORKSHOP REPORT

地球科学技術に関する
国際シンポジウム200805

　平成20年12月5日に、化学工学におけ

るエネルギーと環境に関するワークショップ

が開催されました．海外から招聘した３名の

一流講師によるレクチャーが行われました。

　まず、KAISTのSang Done Kim教授か

ら、韓国における一次エネルギーからエネル

ギー消費構造、発電プラントにおけるCO2発

生状況、さらに化石資源からのクリーン発電

プラントの開発状況の現状を講演頂きまし

た。次に、韓国エネルギー資源研究所の

Doo Hwan Jung所長から、燃料電池開発

に関する現状から始まり、多孔質カーボン繊

維を利用したアノード触媒開発、カーボンナ

ノファイバーを利用したカソード触媒開発に

関して実験データを交えながら講演頂きまし

た。最後に、Chulalongkorn大学のThar-

apong Vitidsant教授から、アジア・韓国に

おけるバイオエタノールの使途、需要予測な

どを紹介して頂いた後、膜分離によるバイオ

エタノール製造、ゼオライト膜性能について

講演頂きました。

　本ワークショップは主に院生の聴講を対

象に開催したものです。各講演後の質疑時

間に活発な討論が行われました。

1st G-COE International Workshop
on Energy and Environment
in Chemical Engineering06

　平成20年12月6日、7日に、佐賀大学理

工学部で化学工学に関する第21回国際シ

ンポジウムが開催されました。本会議はすべ

ての発表を学生が行うことを特色とする教

育的色彩の強いシンポジウムとしてこれまで

21年間続けており、参加した九州地区の教

員の大部分は学生時代にこのシンポジウム

で発表をした経験があります。このシンポジウ

ムは毎年開催しており、現在のところ日本側

は九州地区で韓国側は大田・忠南地区で

交互に開催しています。

　シンポジウムには日本、韓国、台湾および

タイからの参加が予定されていましたが、タイ

国際空港が封鎖された影響でタイの学生が

参加できなかったので残念でした。シンポジ

ウムの参加者は314名で、そのうち教

員は72名、学生は242名でした。学生

は講演発表を行うと共に懇親会で国

際交流を行うことが大きな目的となりま

す。今回の会議ではエネルギー、環境、

反応・反応器など多くのセッションの発

表内容が新炭素資源学に関連しまし

たが、特にエネルギー関連のセッション

をG-COE「新炭素資源学」のセッショ

ンとし、九州大学G-COE「新炭素資源

学」に参画する研究室の学生も多数

参加しました。多くの学生は初めての英語に

よる発表のため緊張しながらも一生懸命に

プレゼンを行います。研究成果は未完成の

ものも見受けられますが、逆に最先端の話を

聞くことができて有意義です。本会議では発

表と討議内容が優れた学生に対して学生

賞(最優秀賞、金賞、銀賞およびポスター

賞)を与え、懇親会で表彰式を行いました。

The 21st International Symposium 
on Chemical Engineering07
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学生賞を受賞した韓国学生のスピーチ
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Jun Fukai
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　平成20年12月19日、20日の両日、本

G-COEと先導物質化学研究所の共催で

有機・高分子化学に関する国際シンポジウ

ムを開催しました。本国際シンポジウムは二

部構成であり、第1部（初日）では、光ネット

ワークや有機ディスプレイ材料などユビキタ

ス情報通信への応用を目指した応用研究

について、第2部（二日目）では、多様な機能

性・生理活性分子の合成を指向した有機

合成化学の新展開について発表と議論が

行われました。また、大学院生による最新の

成果発表がポスター形式で行われました。

　第1部では、3名の海外研究による招待

講演をお願いしました。参加いただいた

Larry Dalton教授（ワシントン大学）は、有

機非線形光学材料・デバイス分野の世界

的な権威であり、Dong Hoon Choi教授

（高麗大学）、Soo Young Park教授（ソウ

ル大学）も光エレクトロニクス分野において

韓国を代表する研究者です。材料化学、電

気工学、および光エレクトロニクスの融合領

域の研究分野であり、世界最先端の研究を

理解するには高度な専門知識を必要としま

すが、先生方には化学分野の大学院生が

多く参加していることから、内容を化学系に

工夫して講演していただきました。Dalton教

授の講演は、超高速光変調器を実現するた

めの非線形光学色素の特性、高分子ホスト

中における色素の配向ダイナミクスなど化

学系学生にも理解が容易な内容にトピック

スを選んでいただきました。Choi教授とPark

教授は、化学科と材料科学科に所属されて

おり、有機ELや太陽電池に関する話題も含

まれ、先導研の研究者、学生にも研究内容

を深く理解できたことと思います。

　第2部では、Young-Ger Suh教授（ソウ

ル大学）を初めとする学外６名の研究者に

招待講演をお願いするとともに、学内研究

者３名による講演が行われました。その内容

は、不斉合成の新手法、炭素－炭素結合

生成の新手法、高歪み分子の合成と特性、

生理活性化合物の合成とその機能解明な

ど、広い分野に渡りました。本シンポジウムで

は、学内参加者のみならず、9つの大学、高

専から100名を超す教員、学生に参加頂

き、活発な議論、質疑応答がなされました。ま

た、シンポジウム二日目には、第1部、第2部

の両分野合同で16名の学生によるポス

ター発表が行われ、最新の成果報告と活発

な議論がなされました。

　以上の様に、今回の国際シンポジウムは

本G-COEの主要課題の一つである「次世

代低消費エネルギー社会を実現する石炭

等化石資源の利用技術開発」に関する最

新の研究成果を相互に発表、学ぶ良い機

会となりました。また、参加した多くの大学院

生間で活発な討論、交流が行われたことは、

本G-COEの教育プログラムにも大いに寄

与したと考えられます。

SYMPOSIUM &
WORKSHOP REPORT

ユビキタス情報化社会を支える光利用有機・高分子化学
第1回国際シンポジウム08

　標記国際ワークショップを平成20年2月

13日（金）に九州大学筑紫キャンパスにお

いて開催した。炭素資源（燃料）の持続的

利用に対して重要な課題である車に代表さ

れる移動発生源の排ガス浄化技術の現状

と課題について意見交換する場を提供する

ことを目的としたものである。

　永島教授（拠点リーダー）の開会あいさ

つ、オーガナイザーである寺岡教授から

G-COEと本ワークショップの簡単な趣旨説

明に続いて、以下の講演があった。

Dr. Nitin Labhsetwar (National Envi-

ronmental Engineering Research Insti-

tute, India); “Non-noble metal based 

catalysts: Possibilities for their appli-

cations in exhaust treatments of 

mobile sources”

Prof. Vito Specchia (Politecnico di 

Torino, Italy); "Vehicle emissions con-

trol via catalytic reaction engineering: 

State-of-the-art at Politecnico of Turin"

Prof. Koji Takasaki and Prof. Hiroshi 

Tajima (Kyushu University, Japan); 

“Marine exhaust emission regulation 

and control”

Dr. Hideaki Hamada (National Insti-

tute of Advanced Industrial Science 

and Technology, Japan); “Develop-

ment of Ir/silica-based catalysts for 

the selective reduction of NO with CO 

applied to diesel exhaust”

Prof. Hong He (Research Center for 

Eco-Environmental Sciences, CAS, 

China); "Selective catalytic reduction 

of NOx by ethanol over precipitable 

silver compound catalysts and the 

application of AgCl/Al2O3 to diesel 

exhaust treatment"

Prof. Norio Miura (Kyushu University, 

Japan): “Zirconia-based gas sensors 

aiming at monitoring of automotive 

exhaust”

Mr. Hironobu Shimokawa and Prof. 

Yasutake Teraoka (Kyushu University, 

Japan); “Catalyst development and 

ca ta l ys i s  o f  d i ese l  pa r t i cu la te  

removal”

Prof. Masato Machida (Kumamoto 

University, Japan); “Catalytic applica-

tions of large-capacity oxygen storage 

materials”

　ワークショップ終了後、「充実した内容の

ワークショップで、関連研究者に参加を呼び

掛けるなどもっとオープンにすべきであった」

という複数のコメントを頂いたことから判るよ

うに、成功裏に終了した。さらに、本分野で

活躍する国内外からの招待者、本G-COE

関係者に交じって、博士課程3年生（Mr. 

Shimokawa）が堂 と々発表、議論を行った

ことは、若手研究者の国際化、育成という

G-COEの目的を具現化したものであった。

International Workshop on 
“Recent Advances in Science and Technology for 
Exhaust Treatments of Mobile Sources”
(NCRS G-COE Symposium/Workshop Series 2008-VIII)09

九州大学先導物質化学研究所　横山 士吉、 友岡 克彦

Shiyoshi Yokoyama, Katsuhiko Tomooka

1.Prof. Specchia　
2.Prof. Miura　
3.Dr. Labhsetwar　
4.Prof. Teraoka　
5.Dr. Hamada　
6.Prof. Machida　
7.Mr. Shimokawa　
8.Prof. He　
9.Prof. Wu (Shanghai Jiao Tong Univ.)

九州大学総合理工学研究院　寺岡 靖剛

Yasutake Teraoka

第1部シンポジウム：基調講演

第2部シンポジウムの講演者，主催者 ポスターセッション

第2部シンポジウム：招待講演 第2部シンポジウム：学生による質疑
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ワークや有機ディスプレイ材料などユビキタ

ス情報通信への応用を目指した応用研究

について、第2部（二日目）では、多様な機能
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　炭素資源国際教育研究センターは、炭素資源の開発、有効利用、

地球環境、エネルギー問題の解決にむけた課題に取り組むため、

2008年4月に、九州大学 に設立されました。事務局は筑紫キャンパス

にあり、その概要は、ホームページhttp://cr.cm.kyushu-u.ac.jp/に紹

介されています。センターは、炭素資源に関わる課題を包含する新しい

学問体系を構築するとともに、産学連携のもと炭素資源の人材開発

や創造的で先進的な研究開発を進めています。また、炭素資源の国

際的なネットワークの構築を推進しています。

　炭素資源国際教育研究センターの発足の経緯は、平成19年初頭

から顕在化した石炭、石油等の炭素資源が世界的に不足し、価格が

高騰するとともに、資源枯渇が心配されるようになったことが発端と

なっています。当時の梶山九州大学総長がトップダウンで、本問題を集

中的に研究する組織の立ち上げを指示し、持田勲名誉教授（現・炭

素資源国際教育研究センター特任教授）の強力なサポートとアドバイ

スのもとに、永島英夫先導物質化学研究所長が代表となるリサーチコ

ア（九州大学の部局横断型の研究者組織で、世界的教育研究拠点

を形成するための準備をおこなう）を平成19年8月に立ち上げました。

このリサーチコアに参加した教員を中心に、産学連携で石炭等の化

石資源の人材育成を目的とした経済産業省の教材開発事業（平成

19～21年度）を8月末から発足させ、現在その最終年度に入っており

ます。この事業への産業界の強い関心、さらには、資源・エネルギー・

環境、あるいは、地球温暖化問題への社会的な関心が高まる中、九州

大学はこれらの炭素資源に関わる諸問題を総合的に解決するには、

九州大学にそれらを専門に取り扱うセンターの設置が必要である、とい

う結論に達しました。炭素資源国際教育研究センターは、この結論に

対応して平成20年4月の設置をめざして急ピッチで準備を進め、学内

の諸委員会での審議を経て、19年末にはほぼ発足を待つばかりとなり

ました。そして、その設置予定のセンターの最初の競争的事業への応

募が、グローバルCOE事業の申請でした。

　炭素資源国際教育センターは、グローバルCOE事業の媒体として

の役割を持ち、グローバルCOE拠点は大学の組織上は総長の直轄

組織ですが、活動はセンターの事業の一環としておこなっています。客

員教授、訪問教授、学術研究員等は拠点で採用を審議し、センター委

員会で承認を得て発令しています。また、以下に述べる2つの炭素資

源国際教育センターの事業は、本COEと密接な連携を図りつつ実施

されています。センターの活動の具体的な内容については次回の

NewsLetterに詳しく紹介する予定ですが、その主要な活動の２つを簡

単に本号に紹介します。最新情報はセンターのホームページをご覧くだ

さい。

石炭等化石資源中核人材育成事業
正式名：アジアで活躍できる地球環境・資源制約に対応する

石炭等化石資源高度利用中核人材育成事業

　本事業は、経済産業省委託事業「産学連携人材育成事業（産学

人材育成パートナーシップ事業）」として、平成19年度に採択され、21

年度までの予定で石炭の利用に関わる諸科学技術の教材を作成し

ています。九州大学の各部局（先導物質化学研究所、工学研究院、

理学研究院、総合理工学研究院、農学研究院、経済学研究院、産学

連携センター）と公的研究機関、産業界との共同作業により教材開

発（テキストの作成）と実証講義を行っています。実証講義は,その年に

開発されたテキストを実際に講義に利用して有効性を実証するもの

で、ホームページを通じて希望者を募集しています。九州大学の大学

院生は、講義を受けることにより単位として認定されます。また、産業

界、あるいは、他大学からの受講希望者を受け入れています。本分野

が実践を重んじることから、講義のほかに企業の現場見学（実習を含

む）、現場の問題を解決するセミナーも同時に開催し、豊富な背景をも

つ講師陣による基礎から実業に至る幅広い経験を積むことができま

す。22年度からの自立に向けて、現在、最終年度の教材開発が進ん

でいるほか、アジアで活躍する人材育成に向けて一部の教材の英語

化が検討されています。COEでは、この事業の実証講義を炭素資源

関連科目として履修を推奨しています。

九州低炭素システム研究会
http://cr.cm.kyushu-u.ac.jp/?page_id=37
　九州低炭素システム研究会は、平成20年9月に北部九州地域の

石炭等化石資源の環境調和型利活用等に取り組む企業、石炭産業

の発展における研究者の情報交換、勉強の会として、九州経済産業

局と九州大学を中心に組織されました。北部九州地域は、石炭等化

石資源の研究者が多く、このポテンシャルを踏まえ、産学官が一堂に

会し、エネルギー資源ならびに地球環境問題への対応策として「低炭

素システム」に着目し、①環境に配慮した持続発展可能な低炭素社

会の早期実現、②研究拠点・人材育成及び交流拠点・海外展開の

拠点構築・・に向けて、産学官が議論を行い、石炭等化石資源中核

人材育成・研究拠点の構築/ＣＣＴ（クリーン・コール・テクノロジー）の

研究者交流拠点化/ＣＣＴ技術移転拠点化の推進を図っています。参

画機関は17企業、7大学、13行政機関（発足時）で、現在会員が増

加しつつあります。平成20年度は3回の研究会を開催しています。

炭素資源国際教育研究センター

RESEARCH AND EDUCATION CENTER OF 
CARBON RESOURCES, KYUSHU UNIVERSITY

九州大学 炭素資源
国際教育研究センター

活動
紹介
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ct
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SYMPOSIUM &
WORKSHOP REPORT　2009年1月29日～30日の2日間にわた

り、メルパルク熊本を会場として第4回環黄

海建築環境エネルギー国際交流会議

(YSRIM2009)が空気調和・衛生工学会

九州支部（日本）、大韓設備工学会釜山・

蔚山・慶南支部（韓国）、上海市制冷学会

（中国）と九州大学グローバルCOE 新炭素

資源学の共同主催で開催された。

　YSRIMは、環黄海都市部を中心としたア

ジア各国の都市･建築の持続化に向けた

環境とエネルギーに関する研究と実務に関

する情報を積極的に発信するための交際

交流会議である．第4回の今回は特に「アジ

アにおけるESCO事業の現状と未来」に関

するテーマを中心に情報交換を行った。

　日本、韓国、中国より総勢100名以上の

参加者があり、休憩時間にも大変熱心な議

論が行われた。

Fourth International Conference of 10

1 2

4

3

5

1.2.口頭発表の様子　3.ポスター発表の様子
4.5.施設見学(SONYの工場)と懇親会での挨
拶の様子

九州大学総合理工学研究院　伊藤 一秀

Kazuhide Ito

The Yellow Sea Rim International Exchange Meeting 
 on Building Environment and Energy (YSRIM 2009)

特別講演会
鳥居修一（熊本大学、教授）
“Thermal Fluid-Flow Control in Opened or Closed Indoor with 
Injection and Suction Ducts by Using Vertical Partition Plate”

基調講演会
中上英俊（（株）住環境計画研究所、所長）
「アジアにおけるESCO事業の現状と将来」
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　炭素資源国際教育研究センターは、炭素資源の開発、有効利用、

地球環境、エネルギー問題の解決にむけた課題に取り組むため、

2008年4月に、九州大学 に設立されました。事務局は筑紫キャンパス

にあり、その概要は、ホームページhttp://cr.cm.kyushu-u.ac.jp/に紹

介されています。センターは、炭素資源に関わる課題を包含する新しい

学問体系を構築するとともに、産学連携のもと炭素資源の人材開発

や創造的で先進的な研究開発を進めています。また、炭素資源の国

際的なネットワークの構築を推進しています。

　炭素資源国際教育研究センターの発足の経緯は、平成19年初頭

から顕在化した石炭、石油等の炭素資源が世界的に不足し、価格が

高騰するとともに、資源枯渇が心配されるようになったことが発端と

なっています。当時の梶山九州大学総長がトップダウンで、本問題を集

中的に研究する組織の立ち上げを指示し、持田勲名誉教授（現・炭

素資源国際教育研究センター特任教授）の強力なサポートとアドバイ

スのもとに、永島英夫先導物質化学研究所長が代表となるリサーチコ

ア（九州大学の部局横断型の研究者組織で、世界的教育研究拠点

を形成するための準備をおこなう）を平成19年8月に立ち上げました。

このリサーチコアに参加した教員を中心に、産学連携で石炭等の化

石資源の人材育成を目的とした経済産業省の教材開発事業（平成

19～21年度）を8月末から発足させ、現在その最終年度に入っており

ます。この事業への産業界の強い関心、さらには、資源・エネルギー・

環境、あるいは、地球温暖化問題への社会的な関心が高まる中、九州

大学はこれらの炭素資源に関わる諸問題を総合的に解決するには、

九州大学にそれらを専門に取り扱うセンターの設置が必要である、とい

う結論に達しました。炭素資源国際教育研究センターは、この結論に

対応して平成20年4月の設置をめざして急ピッチで準備を進め、学内

の諸委員会での審議を経て、19年末にはほぼ発足を待つばかりとなり

ました。そして、その設置予定のセンターの最初の競争的事業への応

募が、グローバルCOE事業の申請でした。

　炭素資源国際教育センターは、グローバルCOE事業の媒体として

の役割を持ち、グローバルCOE拠点は大学の組織上は総長の直轄

組織ですが、活動はセンターの事業の一環としておこなっています。客

員教授、訪問教授、学術研究員等は拠点で採用を審議し、センター委

員会で承認を得て発令しています。また、以下に述べる2つの炭素資

源国際教育センターの事業は、本COEと密接な連携を図りつつ実施

されています。センターの活動の具体的な内容については次回の

NewsLetterに詳しく紹介する予定ですが、その主要な活動の２つを簡

単に本号に紹介します。最新情報はセンターのホームページをご覧くだ

さい。

石炭等化石資源中核人材育成事業
正式名：アジアで活躍できる地球環境・資源制約に対応する

石炭等化石資源高度利用中核人材育成事業

　本事業は、経済産業省委託事業「産学連携人材育成事業（産学

人材育成パートナーシップ事業）」として、平成19年度に採択され、21

年度までの予定で石炭の利用に関わる諸科学技術の教材を作成し

ています。九州大学の各部局（先導物質化学研究所、工学研究院、

理学研究院、総合理工学研究院、農学研究院、経済学研究院、産学

連携センター）と公的研究機関、産業界との共同作業により教材開

発（テキストの作成）と実証講義を行っています。実証講義は,その年に

開発されたテキストを実際に講義に利用して有効性を実証するもの

で、ホームページを通じて希望者を募集しています。九州大学の大学

院生は、講義を受けることにより単位として認定されます。また、産業

界、あるいは、他大学からの受講希望者を受け入れています。本分野

が実践を重んじることから、講義のほかに企業の現場見学（実習を含

む）、現場の問題を解決するセミナーも同時に開催し、豊富な背景をも

つ講師陣による基礎から実業に至る幅広い経験を積むことができま

す。22年度からの自立に向けて、現在、最終年度の教材開発が進ん

でいるほか、アジアで活躍する人材育成に向けて一部の教材の英語

化が検討されています。COEでは、この事業の実証講義を炭素資源

関連科目として履修を推奨しています。

九州低炭素システム研究会
http://cr.cm.kyushu-u.ac.jp/?page_id=37
　九州低炭素システム研究会は、平成20年9月に北部九州地域の

石炭等化石資源の環境調和型利活用等に取り組む企業、石炭産業

の発展における研究者の情報交換、勉強の会として、九州経済産業

局と九州大学を中心に組織されました。北部九州地域は、石炭等化

石資源の研究者が多く、このポテンシャルを踏まえ、産学官が一堂に

会し、エネルギー資源ならびに地球環境問題への対応策として「低炭

素システム」に着目し、①環境に配慮した持続発展可能な低炭素社

会の早期実現、②研究拠点・人材育成及び交流拠点・海外展開の

拠点構築・・に向けて、産学官が議論を行い、石炭等化石資源中核

人材育成・研究拠点の構築/ＣＣＴ（クリーン・コール・テクノロジー）の

研究者交流拠点化/ＣＣＴ技術移転拠点化の推進を図っています。参

画機関は17企業、7大学、13行政機関（発足時）で、現在会員が増

加しつつあります。平成20年度は3回の研究会を開催しています。

炭素資源国際教育研究センター

RESEARCH AND EDUCATION CENTER OF 
CARBON RESOURCES, KYUSHU UNIVERSITY

九州大学 炭素資源
国際教育研究センター
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SYMPOSIUM &
WORKSHOP REPORT　2009年1月29日～30日の2日間にわた

り、メルパルク熊本を会場として第4回環黄

海建築環境エネルギー国際交流会議

(YSRIM2009)が空気調和・衛生工学会

九州支部（日本）、大韓設備工学会釜山・

蔚山・慶南支部（韓国）、上海市制冷学会

（中国）と九州大学グローバルCOE 新炭素

資源学の共同主催で開催された。

　YSRIMは、環黄海都市部を中心としたア

ジア各国の都市･建築の持続化に向けた

環境とエネルギーに関する研究と実務に関

する情報を積極的に発信するための交際

交流会議である．第4回の今回は特に「アジ

アにおけるESCO事業の現状と未来」に関

するテーマを中心に情報交換を行った。

　日本、韓国、中国より総勢100名以上の

参加者があり、休憩時間にも大変熱心な議

論が行われた。
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Ｇ-ＣＯＥ「新炭素資源学」国際シンポジウムを開催

第10回 Cross Straits Symposium on Materials, 
Energy and Environmental Sciences (CSS10)

地球科学技術に関する国際シンポジウム2008

1st G-COE International Workshop 
on Energy and Environment in Chemical Engineering

The 21st International Symposium on Chemical Engineering

ユビキタス情報化社会を支える光利用有機・高分子化学　第1回国際シンポジウム

Fourth International Conference of The Yellow Sea Rim International 
Exchange Meeting on Building Environment and Energy (YSRIM 2009) 

International Workshop on “Recent Advances in Science and Technology for 
Exhaust Treatments of Mobile Sources”(NCRS G-COE Symposium/Workshop Series 2008-VIII)

「新炭素資源学」第二回国際シンポジウムをインドネシアで開催

「新炭素資源学」公開講座・講演会を開催

グローバルCOEプログラム「新炭素資源学」の概要
マイクロレビュー

12
九州大学博士研究員　河村　充展
九州大学博士研究員　劉　恢
九州大学研究員　日野　道啓

リサーチレポート

13 炭素資源国際教育センターの活動紹介

NEDO昨年度報告
科研 昨年度報告
昨年度研究実績報告
シンポジウム・ワークショップ報告

「新炭素資源学」拠点リーダー　永島　英夫

九州大学グローバルCOE

新炭素資源学

G-COEが発足して以来、走りながらの拠点構築の中で、このNewsLetter第1号も走りながらの作業でした。次号か

らは、MicroReview等の研究論文をJournalとして併設し、事業活動の紹介を中心としたNewsLetterとは異なる方

針で編集したいと思います。（ニューズレター編集委員）

発行：九州大学グローバルCOEプログラム拠点「新炭素資源学」事務局

〒816-8580　福岡県春日市春日公園6-1
TEL: 092-583-7616  FAX: 092-583-7619
Email: ncrs@cm.kyushu-u.ac.jp
URL: http://ncrs.cm.kyushu-u.ac.jp

編  集  後  記
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